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北部農林水産振興センター

農 業改良普及課

北部地区の農業振興及び農村の活性化を目指して

北部地域は県農業産出額の31.8％を占める農業地域となっています。
地域の農林水産業は農産物の生産に加え、県土の保全、地域社会の活
性化等を担っており、新規就農者や担い手の育成・確保及び産地の育
成等､重要課題が多岐に渡っています。このような課題の多様化、高
度化に伴い研究機関や市町村、農業団体等と連携し、課題と対象の重
点化を図りつつ直接農業者に接して、農業者の技術や経営能力の向上
を図り、拠点産地の育成及びこれを担う優れた農業者の育成確保を目
指して普及活動を展開していきます。
具体的には、下記の４つの活動方針を柱に、直接農業者に接して、

技術・経営支援などを重点的に展開してまいります。

１．担い手の育成・確保と経営力の強化
新規就農者や認定農業者の技術・経営改善、農業青年クラブ
や農業士等組織活動の充実強化、女性農業者の経営参画促
進などの取り組みを支援します。

２．おきなわブランドの産地育成と生産体制の支援
亜熱帯気候等の本県の優位性を活かし、高品質で安全・安心
な農産物を消費者や市場に定時、定量、定品質で供給するこ
とにより、おきなわブランドの確立と産地形成を支援します。

３．環境に配慮した持続可能な農業生産
農業の持続的な生産活動のため、適正施肥技術、減農薬・減
化学肥料栽培等の環境負荷の低減技術推進を通して、エコ
ファーマー、特別栽培農産物認証GAPを推進します。

４．魅力と活力ある農村の振興
農村の地域づくりを推進する農業者や活動組織等の地域リー
ダーの育成・確保を推進するとともに、産地育成に適した農業
振興による地域の活性化を図っていきます。

これら方針の推進にあたっては、生産農家をはじめ、市町村、ＪＡなどの関係機関・団
体と密接に連携し取り組む所存でありますので、関係者の皆さまには今後とも普及事業へ
のご理解・ご協力をお願い申し上げます。 （北部・農業改良普及課長 長堂嘉孝）

農業改良普及課
ながどう よしたか

課長 長 堂 嘉 孝
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生産者の皆様へのおねがい

連
絡
先

海外からの侵入害虫

セグロウリミバエ 緊急防除に関して

▶沖縄県病害虫防除技術センター ：０９８－８８６－３８８０

▶北部農林水産振興センター農業改良普及課 ：０９８０－５２－２７５２

↓セグロウリミバエに関する最新情報はこちら↓

沖縄県営農支援課HP 沖縄県病害虫防除技術センターHP

セグロウリミバエのまん延防止対策
・セグロウリミバエの防除に
使用できる農薬リスト

・移動検査申請書様式 ・梱包例 等

セグロウリミバエの
トラップ誘殺及び
寄生果の確認状況について
（約２週間に1度更新）

セグロウリミバエ

体長
８～９
ｍｍ

①緊急防除の対象作物を栽培している方のうち、少しでも
沖縄本島外へ移動の可能性のある方は、すみやかに
移動検査申請を行ってください
※申請窓口は主な圃場のある市町村となります。

②施設栽培では、防虫ネットのメンテナンスや入口の
二重カーテン等で虫の侵入を防ぎましょう

(他の病害虫の防除にもつながります)

③栽培の終了した作物は、速やかに片づけましょう
放置された果実からも多くの幼虫や蛹が見つかっています！

④不要な果実は集めて埋設するか、ビニール袋に
入れて密閉し虫を死滅させるなどして、虫の
侵入拡大を防ぎましょう

⑤適切な薬剤防除により虫の侵入を防ぎましょう
★植物防疫法に基づき散布できる農薬のリストがあります。(侵入地域に限る)
※下記 沖縄県営農支援課HP参照

⑥もし果実の中にウジ(幼虫)を見つけたら、
すぐに下記にご連絡ください

寄生する果実
ウリ類（ゴーヤー・ヘチマ・モーウイ・かぼちゃ・
スイカ・メロン・トウガン・きゅうりなど）、ピーマン、トマト、
パッションフルーツ、パパイヤ、グヮバ、ドラゴンフルーツ その他

ネットの目合いは
２ｍｍ以下
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令和７年度「土壌検診週間」について

今年度も北部地区土づくり運動推進協議会で、「土壌検診週間」にて土壌分析を実施する予定で
す。分析項目は、PH・ECのみとなります。サンプル提出締め切り日は６月６日（金）までとなります。
ご希望の方は、以下のように土壌サンプルを採取し、申請書を添付の上お申し込みください。

（担当：森）

５～８月は気温が高く、マンゴーの日焼け果のリスクが高まります。
果実の日焼け防止、病害虫からの保護を目的に袋がけを行いましょう。

５、６月は、マンゴーの果実品質の向上に努めましょう！

日焼け果は気温が上がる午後、梅雨明けの極端な高温
（３０℃以上）、高湿度・無風などの条件で発生しやすくな
ります。
対策として、袋がけ、遮光ネットの設置、ハウス内の換気、
こまめなかん水を実施しましょう。

（担当：幸地）

＜日焼け果防止の対策事例＞

遮光ネット（内張） 果実の袋がけ ハウスの換気

袋がけにより、果実表面温度の上昇を抑え、日焼け果の発生を防止することが期待できる

➊土壌採取の仕方 ➋土壌の乾燥 ➌土壌の粉砕 ➍土壌の提出

表層を１～２cm（果樹
は５cm）、はぎ取ってか
ら、深さ約20cmＶ字型に
掘ります。それから穴の斜
面に沿って、一定の厚さを
掘り取ります。

採取した土を細かくほぐし、
新聞紙の上に土を広げます。
雨に濡れない風通しの良い
ところで約１週間乾燥を行
います。

小石や根などを取り除き、
ビンなどで土壌を細かくし
ます。土壌粒子が約２㎜以
下になるまで粉砕しましょ
う！（ネットなどでふるう）

粉砕したら、土壌約300g
(お茶碗１杯程度)をﾎﾟﾘﾋﾞﾆ
ｰﾙに入れ、申請書を添付し
て提出してください。また
袋にも名前、畑名を記入し
てください。ﾎﾟﾘﾋﾞﾆｰﾙの中
に申請書と土壌を一緒に入
れないよう注意してくださ
い！

注 意
・正確な分析のため土壌に堆肥、化成肥料、作物残渣が混ざらないように
してください。
・湿った土壌、粉砕されていない土壌は分析できません（受付できません）。
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受講対象者 北部管内で就農している認定新規就農者、就農支援関連事業※1の受益者

就農５年未満の新規就農者、かつ、講座未受講者で全10回受講できる者

※1 新規畑人資金支援事業（就農準備資金､経営開始資金）、経営発展支援事業
農業次世代人材投資事業（準備型､開始型）新規就農一貫支援事業
農業後継者育成確保事業や市町村・農業関係団体が実施している各種研修事業の研修生等

開催期間と内容 令和7年 7月～11月

①農家講話とミニ交流会②土づくり､病害虫と農薬使用､環境にやさしい農業
③野菜の基礎 ④さとうきび･甘藷・畜産・６次化の基礎 ⑤果樹・花きの基礎
⑦農作業安全と機械実習 ⑧農業経営の基礎 ⑨市場の仕組みと事例紹介
⑥⑩現地視察（農家圃場等） 全10回

開催場所 沖縄県北部合同庁舎1階農業改良普及課会議室（離島のみ､座学のZoom参加可能） ・ 現地

定 員 20名 （離島のZoom参加者は別枠で座学のみ受講可能）

受  講  料 無料   ※但し、講座期間中の交通費等の受講に際し必要な経費は受講生の自己負担

申込方法 と申込書提出〆切 各市町村の農政窓口で受付、
令和7年5月末 ～ 6月20日（金）〆切

（担当：儀間・富山・座喜味）

新規就農講座
について

北部地区の市町村、生産組織、普及課が構成員である

‘’北部地区農でグッジョブ推進会議‘’では、青年農業者

資質向上のための「新規就農講座」を開催しています。
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